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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和2年第4回沖縄県議会(定例会)

07月13 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

1 17分 照屋　守之（沖縄・自民党) 知事及び関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 県執行部と県議会の関係について

(1) 県執行部と県議会の役割・責任を伺う。

(2) 玉城県政は県議会を追認機関と考えているのではないか、伺う。

2 県議会議員選挙の結果について

(1) 沖縄・自民党が選挙前14名から19名に議席を大きく伸ばした。このことは県民の民意が大
きく変化した結果と言える。玉城知事の見解を伺う。

(2) 玉城知事の地元沖縄市及び衆議院第３選挙区の結果は、玉城知事の評価であるとも思
う。敗北を認めざるを得ないのではないか。玉城知事の見解を伺う。

(3) 宜野湾市で与野党逆転した結果は、玉城知事が松川市長や辺野古の皆様の辺野古容
認の立場を尊重するとしたことが影響していると思う。玉城知事の見解を伺う。

3 オール沖縄及びオール沖縄県政について

(1) オール沖縄及びオール沖縄県政の目的を伺う。

(2) オール沖縄県政は問題解決型ではなく問題提起型と言える。なぜ問題ばかりを提起して
解決しようとはしないか伺う。

4 玉城県政の取組について

(1) 首里城火災について

ア いまだに県の責任の所在が明らかにされていないと思う。見解を問う。

イ 国は災害基本法やそれに相当する災害として再建を表明し、対応していると思う。この
認識でよいか伺う。

(2) 万国津梁会議について

ア 昨年の取組と今年度の取組及び違いについて伺う。

5 全戦没者慰霊祭の平和宣言について

(1) 慰霊祭の目的と平和宣言の目的を伺う。

(2) 昨年の平和宣言と今年度の平和宣言の違いを伺う。

6 香港国家安全維持法（国安法）について

(1) 国安法及び施行状況と県の見解を伺う。

(2) 尖閣諸島についても毎日中国公船が航行しており、危機感を持った県の対応が求められ
ると思う。県の対応を伺う。

7 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第4回沖縄県議会(定例会)

07月13 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

2 17分 上原　　章（公明党) 知事及び関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 新型コロナウイルス感染症対策について

(1) 空港、港湾でのサーモグラフィー設置状況及び期限について伺います。

(2) 空港、港湾でのＰＣＲ検査ができないか伺います。

(3) 東京都の感染拡大が懸念されているが、離島を含め県内空港での東京直行便等に対す
る水際対策はどうなっているか。

(4) 「沖縄県公共交通安全・安心確保支援事業」の内容と効果を伺います。

(5) 国は経営難などで事業主から休業手当が支払われない場合、労働者本人からの直接申
請に応じる新たな給付制度の創設を打ち出しています。周知と手続等への支援体制が必
要と考えるが、内容と県の対応を伺います。

(6) 「うちなーんちゅ応援プロジェクト」の取組効果を伺います。

(7) 「おきなわ彩発見キャンペーン事業」の取組効果を伺います。

(8) 認可外保育施設研修事業（県待機児童対策特別事業）がコロナの影響で開催時期が決
まっていないとのこと。オンライン等工夫して対応できないか伺います。

2 県内畜産業における血統不一致問題について

(1) 影響と課題、対策を伺います。

(2) 信頼回復のための全頭検査が求められているが、県は予算を組んで対応すべきと考える
がどうか。

(3) 購買者からの賠償請求について、県の支援はどうか。

3 特別支援学校について

(1) 島尻特別支援学校の幼稚部における本年度定員数及び申込数を伺います。

(2) 幼稚部に入学できなかった児童の対応を伺います。

(3) 那覇みらい支援学校に幼稚部を設置する考えはないか伺います。

4 公営住宅の運営・管理について

(1) 共益費の滞納対策はどうなっているか、改善しているか。

(2) 空き室の実情に合わせ自治会への共益費に代わる支援補助が必要と思うが、対応を伺
います。

(3) 緊急時の停電対応による発電機設置について、購入補助はどうなっているか。

5 南風原町字宮城、宮平、大名の境に架かる前田橋付近の国場川が増水し再三土手が崩れ
（護岸）危険な状況です。早急な対策が必要と考えるが取組を伺います。

6 我が党の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和2年第4回沖縄県議会(定例会)

07月13 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

3 17分 大城　憲幸（無所属の会) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 農林水産行政について

(1) 久米島における血統矛盾牛問題について

ｱ これまでの経過と取組状況を伺う。

ｲ 課題と今後の対応を伺う。

(2) 豚熱発生とその後の対応について

ｱ 発生農場をはじめ搬出や移動制限区域の農家への補償や支援状況を伺う。

ｲ 豚熱発生時の殺処分含めその後の対応に当たった職員・関係者・団体や企業への対
応を伺う。

ｳ 再発防止策及び養豚生産基盤の維持強化に向けた方針を伺う。

(3) 中央卸売市場の活性化について

ｱ 先月より新たな市場法の下、県の市場条例もスタートしたが取組状況を伺う。

ｲ 昨年度実施した市場機能の在り方に関する調査事業の概要と取組を伺う。
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一般質問通告表
令和2年第4回沖縄県議会(定例会)

07月13 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

4 17分 玉城　健一郎（てぃーだネット) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 基地行政について

(1) 普天間飛行場からの泡消化剤流出事故に係るＰＦＯＳ等調査について

(2) 普天間飛行場の閉鎖・返還について

2 北谷浄水場におけるＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ汚染への対応について

3 新型コロナウイルスへの対応について

(1) 学校現場への対応について

(2) 保育現場への対応について

(3) 沖縄県雇用継続助成金事業について

(4) 在沖米軍・軍属・家族への新型コロナへの対応について

4 中高生バス通学無料化に向けた取組について

(1) 県の報告の詳細な説明を求める。

5 沖縄の保育環境の整備について

6 ＬＧＢＴ宣言について

7 犬・猫殺処分ゼロへの取組について

(1) 県の取組における現状と課題、今後の取組について伺う。

8 我が会派の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第4回沖縄県議会(定例会)

07月13 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

5 17分 島袋　恵祐（日本共産党沖縄県議団) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 米軍基地問題について

(1) ６月22日、米軍嘉手納基地の危険物取扱施設で火災が発生した。近隣には住宅地があ
り、一歩間違えれば大惨事になりかねない許しがたい大事故である。県の嘉手納基地へ
の立入調査の結果と見解を問う。

(2) 火災により塩素ガスが放出されたにもかかわらず、当初は県による立入調査もできなかっ
た。日米地位協定を抜本改定し、国内法適用を国に求めるべきである。県の見解を問う。

(3) 県民の命と人権を脅かす米軍嘉手納基地の撤去を日米両政府に求めるべきである。県
の見解を問う。

2 新型コロナウイルス問題について
 新型コロナウイルスは、県民生活に大きな影響を与えた。今年５月、「沖縄県内学生への緊
急支援を求める学生有志の会」は、沖縄県と県議会に緊急支援の申し入れを行った。同会
が行った緊急アンケートには、学費を稼ぐためにバイトなどをしていた学生がコロナ禍で収入
が減り、学費を納めるどころか、生活さえも厳しい状況に追い込まれているなど窮状が寄せら
れている。将来の沖縄を担う若者が、新型コロナウイルスの影響で学業を諦めてしまうことが
ないように、県として独自の学生への支援策が必要ではないか。県の見解を問う。

3 子供の貧困解消について

(1) 玉城県政が今年10月からスタートさせる高校生バス通学無料化制度に学生たちは大きな
期待を寄せている。対象人数とバス通学者に占める割合、支援方法について問う。

(2) 全ての中高生にバス通学無料化を実現すべきである。見解を問う。

4 公共交通について

(1) 屋根が設置されていないバス停は、特に夏場は利用者が熱中症になる危険がある。屋根
付バス停の設置が急がれる。設置状況と、今後の計画を問う。

(2) 沖縄北インターチェンジの渋滞解消は、長年の課題となっている。出入口付近の整備
や、新インターチェンジ建設が必要ではないか。県の見解を問う。

5 泡瀬干潟のラムサール条約登録について

(1) 今年２月27日県は沖縄市に対して「泡瀬鳥獣保護区及び泡瀬特別保護地区指定計画書
（県案）について」事前意見照会を行った。沖縄市からの回答の概要を問う。

(2) 沖縄市の回答について、沖縄県として今後どのように対応するのかを問う。

(3) 2021年度のラムサール条約締約国会議にて、泡瀬干潟のラムサール条約登録を目指す
べきである。県の見解を問う。

(4) 泡瀬干潟のサンゴ再生事業について進捗状況を伺う。

6 我が党の代表質問との関連について
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一般質問通告表
令和2年第4回沖縄県議会(定例会)

07月13 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

6 17分 翁長　雄治（てぃーだネット) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 新型コロナウイルス対策について以下伺う。

(1) 那覇空港における水際対策の取組について

(2) 対策会議の体制について

(3) オンライン授業の取組について

2 座間味村浄水場建設の現状について伺う。

3 沖縄振興計画について見解を伺う。

4 Ｊ１対応サッカー場建設の現状について伺う。

5 こども医療費無償化について当局の見解を伺う。

6 我が会派の代表質問との関連について
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※最初の質問から一問一答方式を選択

一般質問通告表
令和2年第4回沖縄県議会(定例会)

07月13 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

7 17分 新垣　光栄（おきなわ) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 新型コロナウイルス対策について

(1) 感染拡大防止対策について

(2) アフターコロナを見据えた、県民の暮らしと経済を守る次期振興計画について

2 次期沖縄振興計画における新沖縄発展戦略の位置づけについて

(1) 中南部都市圏全体のゾーニングの見直しについて

ｱ 東海岸サンライズベルトの発展戦略について

ｲ 次期沖縄振興計画の位置づけと関係部局が一体となった取組について

(2) 大型ＭＩＣＥ施設を核とした公共交通システムの現状について

ｱ 大型ＭＩＣＥ施設と地域拠点を結ぶ円滑な公共交通システムの構築について

ｲ 次期沖縄振興計画への位置づけと関係部局の連携・取組について見解を伺う。

3 大型ＭＩＣＥ施設について

(1) 大型ＭＩＣＥ施設の事業概要と取組状況について

(2) 大型イベント開催時の周辺道路の交通渋滞について

(3) 2020年供用開始に至る道路整備工程計画について

(4) 今回の変更による大型ＭＩＣＥ施設供用開始時点での道路の供用について

(5) 大型ＭＩＣＥ施設の工程計画との道路整備の整合性について

4 モノレール調査について

(1) 利用客について（１、特許申請、２、見直し、３、供用開始後、４、コロナの影響下）

(2) 現ゆいレールの経営状況について

(3) 大型ＭＩＣＥ施設とまちづくりに関するモノレールの役割について

(4) 西原町がまとめたモノレール延伸計画とまちづくりについて

(5) 県のモノレール延伸調査の実施と国の総合交通体系調査費要求について

(6) モノレール桁の地元優先発注について

5 道路の雑草対策について

(1) 道路除草の性能規定の委託方式の導入について

(2) 沿道景観向上ガイドラインの活用状況について

6 中高生バス通学無料化に向けた取組について

(1) 中高校生バス通学無料化の事業概要と取組状況について

(2) 現在の中高校生のバス利用実態状況と赤字路線補塡について

(3) バス通学無料化と交通渋滞・高齢者対策について
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一般質問通告表
令和2年第4回沖縄県議会(定例会)

07月13 日(月)
順　位 時　間 氏　　　　名　　（　　会　　　派　　） 答 弁 を 求 め る 者

8 17分 上里　善清（沖縄・平和) 知事　関係部長等

質　　　　　　　　問　　　　　　　　要　　　　　　　　旨

1 憲法について

(1) 自民党は改憲に向けて2020年の運動方針に改憲発議を盛り込みました。改憲案４項目
の中で憲法９条を改定し、自衛隊を明記する内容でありますが、玉城知事の御見解を伺
います。

2 辺野古新基地建設について

(1) 米軍普天間基地は、ハーグ陸戦条約第23条７項に違反して造られた基地であり返還す
べきと考える。基地は県経済発展の最大の阻害要因になっており、返還された跡地の発
展ぶりを見ると明白である。普天間基地を返還する代わりに辺野古新基地を提供しろと言
うのは県内の基地のたらい回しにすぎず看過できるものではない。国は県民投票の結果
を尊重し建設を中止すべきと考えるが玉城知事の見解を伺います。

3 ＭＩＣＥ施設について

(1) 沖縄県は観光立県を目指しており、平成30年度沖縄に来県したインバウンド客は300万
人を超えた。各種イベント等の受入れをする大型施設は必要と考える。西原・与那原にま
たがるマリンタウン地区に用地決定した経緯があり、地元住民は経済発展の起爆剤につ
なげたいと期待しております。現在の状況を伺います。

4 小波津川整備について

(1) 西原町の小波津川は大雨のたびに氾濫し地域住民を悩ませている。２級河川に指定され
県事業で進められていますが、工事の進み具合が遅いと感じます。当初計画によると平
成15年から平成29年度完成予定であった。現在の進捗状況と工期遅れの理由について
伺います。

5 道路行政について

(1) 県道那覇北中城線について

ｱ 当初計画、平成19年度から平成31年度完成予定。進捗状況と工期遅れの理由につい
て伺います。

(2) 県道浦添西原線について

ｱ 当初計画、平成19年度から平成32年度完成予定。進捗状況と工期遅れの理由につい
て伺います。

6 県公共事業について

(1) 地元企業育成のためにも県公共事業の地元企業への優先発注が重要だと思います。現
在の比率を伺います。

7 次期沖縄振興計画策定について

(1) 沖縄振興特別措置法は戦後の沖縄再生に大きく寄与した。おおむねハードの整備は
整っているが、県が目指している自立経済はまだ道半ばと思います。万国津梁会議でど
のようなことを議論しているのか伺います。


